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 要 旨 

目的： 

タイにおける酒気帯び運転によってひき起こされる交通事故関連の傷害を減少させる

ための介入の費用対効果を判定することを目的とする 

方法： 

この研究は一般的な費用対効果分析を健康部門からの費用を含めて実施した。対象は傷

害、身体障害を負う、死亡に至るなどの交通事故の被害者とした。タイの Injury 

Surveillance システムから飲酒事故の割合を算出した。介入の効果はタイの１州で行わ

れた研究および published reviews から得た。現在実施されている無作為の呼気テスト

（RBT）と選択的呼気テスト（SBT）とマスメディアのキャンペーンが、何もしない場合と

比較した。我々は 2004 年タイバーツレート(US $1 = 41 baht)で介入費用、治療費用の減

少による相殺部分を計算し、障害補正生存年（DALYs）に算出した。障害補正生存年数あ

たり 11 万バーツ（一人当たり国内総生産、2680 ドル）以下の介入コストは非常に費用対

効果が高いと判断した。 

結果： 

本研究では何もしない場合と比較して、選択的及びランダムな呼気テスト、マスメディ

アによるキャンペーンは費用対効果があった。回避治療を除いても介入コストのみを含め

るとすべて３つの介入は非常に費用対効果があった。費用対効果率(ICERs)は障害補正生

存年数あたりそれぞれ 10,300、14,300、13,000 バーツであった。マスメディアのキャン

ペーンと飲酒検問を組み合わせることも費用対効果があるが、飲酒検問所が不十分である

ことは全体の効果を抑制した。 

まとめ： 

タイで飲酒検問を実施し、より一層のマスメディアキャンペーンを行うことが推奨され

た。同時に実施されたこれらの介入は、24％、アルコール関連交通事故を減少させる可能

性がある。 

 

 


